
（第三種郵便物認可）２０２２年６月５日 大阪歯科保険医新聞（５、15、25日発行）（３）

原発は存在自体がリスク
住民主体の再エネ政策を

吉井英勝氏（原発・エネルギー・地域経済研究会代表）

国
民
の
命
・
健
康
・
く
ら
し
が

最
優
先
さ
れ
る
政
治
へ
の
転
換

と
平
和
を
求
め
る

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
を
解
説

経
税
部
が
雇
用
セ
ミ
ナ
ー

第
58
回
通
常
評
議
員
会　

決
議
を
採
択

日
時　

６
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階　
　

定
員　

20
人

講
師　

吉
田
富
貴
子
氏
（
接
遇
マ
ナ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

会
費　

３
千
円

医
療
接
遇
研
修

大
阪
市
西
部
・
南
部
地
区
講
習
会　

ス
タ
ッ
フ
向
け

日
時　

７
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

吉
田
健
二
氏
（
大
阪
市
北
区
開
業
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

60
人
＋
Ｗ
ｅ
ｂ

コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
レ
ジ
ン
修
復
攻
略
ガ
イ
ド
（
仮
）

大
阪
市
東
部
・
北
部
地
区
講
習
会

日
時　

６
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

講
師　

大
谷
学
氏
（
東
大
阪
市
開
業
）

会
費　

３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円　
　

定
員　

１
０
０
人

訪
問
診
療
へ
の
取
り
組
み
（
デ
ン
チ
ャ
ー
ス
ペ
ー
ス

義
歯
）

【
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
限
定
】
６
月
度
生
涯
研
修

日
時　

 

７
月
30
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時
（
歯
初
診
午
後

６
時
〜
６
時
30
分
）

場
所　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

無
料
（
歯
初
診
参
加
は
会
員
限
定　

千
円
）

持
参
物　

① 

『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
２
０
２
２
年
４
月

版
』（
社
保
講
習
会
参
加
者
）

　
　
　
　

② 

『
絵
で
見
る
色
で
わ
か
る
歯
科
の
院
内
感
染
防

止
対
策
』（
施
設
基
準
研
修
会
参
加
者
）

　
　
　
　

※ 

そ
れ
ぞ
れ
当
日
購
入
可
。
①
８
千
円
、
②
１
５

０
０
円
。

定
員　

80
人

※
歯
初
診
の
み
、
社
保
講
習
会
の
み
の
参
加
も
可
能

※
歯
初
診
は
遅
刻
、
途
中
退
席
厳
禁

算
定
も
れ
を
な
く
す
社
保
講
習
会
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
〜
医

科
・
歯
科
連
携
と
長
期
管
理
を
中
心
に
〜

社
保
講
習
会
＆
施
設
基
準
研
修
会

協会行事案内参加ご希望の方は、必ず事前にお申し込み下
さい。Ｍ＆Ｄホールは保険医会館東隣りです。

お申し込みは右のQRコードから
協会行事予定の「お申込み」へ

保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
大
阪
連
絡
会
・
市
民
講
座

日
時　

６
月
12
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

濱
島
淑
恵
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
教
授
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

現
地
60
人
＋
Ｗ
ｅ
ｂ

『
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
』
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

無料相談

税
務　

６
月
15
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
５
時

雇
用　

６
月
16
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時

法
律　

７
月
４
日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

※ 

会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

平
和
で
安
全
か

平
和
で
安
全
か

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
戦
争
を
目
の
当
た
り
に

し
、
平
和
問
題
が
大
き
な
争

点
に
な
っ
て
い
る
。
戦
争
は

人
類
社
会
に
と
っ
て
も
、
地

球
環
境
に
と
っ
て
も
最
悪
の

事
態
を
引
き
起
こ
す
。
戦
場

の
映
像
を
見
れ
ば
、
多
く
の

住
民
が
命
を
落
と
し
、
大
量

の
爆
撃
や
燃
料
消
費
に
よ
っ

て
膨
大
な
量
の
二
酸
化
炭
素

が
排
出
さ
れ
、
気
候
危
機
を

深
刻
化
さ
せ
て
い
る
。

　

原
発
へ
の
武
力
攻
撃
を
受

け
、
原
発
は
平
和
で
安
全
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
な
の
か
、
と
い

う
こ
と
が
改
め
て
問
わ
れ
て

い
る
。
原
発
は
停
止
し
て
い

て
も
核
燃
料
か
ら
大
量
の
熱

を
発
す
る
た
め
、
常
に
冷
却

装
置
を
稼
働
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
安
全
に
管
理
す

る
た
め
に
は
、
周
辺
か
ら
電

　ロシアによる原子力発電所への武力攻撃が世界に

衝撃を与える一方、岸田政権は原発の再稼働を推進

している。参院選では政府のエネルギー政策の是非

が問われる。京都大学原子核工学科を卒業し、国会

議員として原発問題を追及してきた吉井英勝氏（原

発・エネルギー・地域経済研究会代表）に、エネル

ギー政策の争点を語ってもらった。

力
を
送
り
続
け
る
必
要
が
あ

る
。
原
発
の
宿
命
だ
。

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
原
発
へ
の

攻
撃
・
占
拠
は
と
ん
で
も
な

い
話
だ
が
、
実
は
日
本
の
外

務
省
は
１
９
８
４
年
に
公
表

し
た
「
原
子
炉
施
設
に
対
す

る
攻
撃
の
影
響
に
対
す
る
一

考
察
」
で
攻
撃
を
想
定
し
て

い
る
。
補
助
電
源
喪
失
や
ミ

サ
イ
ル
に
よ
る
原
子
炉
圧
力

容
器
の
破
壊
な
ど
の
事
態
を

研
究
し
て
い
る
が
、
完
全
に

防
ぐ
手
立
て
は
な
い
。

　

原
発
の
外
部
電
源
を
断
ち

切
ろ
う
と
思
え
ば
ド
ロ
ー
ン

に
銅
線
を
ぶ
ら
下
げ
、
高
圧

送
電
線
に
接
触
さ
せ
て
シ
ョ

ー
ト
さ
せ
る
だ
け
で
良
い
。

戦
乱
に
巻
き
込
ま
れ
た
時
、

原
発
自
体
が
核
兵
器
に
な
っ

て
し
ま
う
。
原
発
は
存
在
す

る
こ
と
自
体
が
リ
ス
ク
だ
と

い
う
こ
と
を
認
識
す
る
必
要

が
あ
る
。

特
性
に
合
わ
せ

特
性
に
合
わ
せ

　

そ
れ
で
は
武
力
攻
撃
の
リ

ス
ク
も
な
く
、
放
射
能
汚
染

も
な
く
、
気
候
危
機
の
心
配

も
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
何

か
。
太
陽
光
や
風
力
な
ど
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
再

エ
ネ
）
だ
。
多
種
多
様
な
再

エ
ネ
を
活
用
し
、
電
力
の
供

給
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
際
、
重
要
に
な
る
の

が
地
理
的
条
件
に
合
わ
せ
た

再
エ
ネ
の
活
用
だ
。
水
源
が

豊
富
な
土
地
、
風
が
吹
く
場

所
な
ど
、
土
地
の
特
性
に
詳

し
い
地
元
の
住
民
が
主
体
と

な
り
、
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
を
進
め
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。
地
元
住
民
を
無
視

し
た
大
企
業
主
体
の
メ
ガ
ソ

ー
ラ
ー
や
巨
大
風
力
発
電
で

は
、
環
境
破
壊
が
進
む
こ
と

に
も
な
り
か
ね
な
い
。
実

際
、
神
戸
市
北
区
で
は
山
を

切
り
開
い
て
太
陽
光
パ
ネ
ル

を
敷
き
詰
め
た
結
果
、
大
き

な
災
害
を
招
い
た
ケ
ー
ス
も

あ
る
。

　

住
民
主
体
の
再
エ
ネ
の
活

用
事
例
と
し
て
、
高
知
県
梼

原
町
で
は
間
伐
材
で
つ
く
っ

た
木
質
ペ
レ
ッ
ト
で
給
湯
や

暖
房
の
燃
料
に
し
て
い
る
。

岩
手
県
葛
巻
町
で
は
家
畜
の

糞
尿
を
発
酵
さ
せ
て
メ
タ
ン

ガ
ス
を
つ
く
り
、
牧
場
の
電

力
を
賄
っ
て
い
る
。
他
に

も
、
農
地
の
上
に
太
陽
光
パ

ネ
ル
を
設
置
し
て
ソ
ー
ラ
ー

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
導
入
す
る

事
例
や
小
型
の
水
力
・
風
力

発
電
な
ど
地
理
的
特
性
に
合

わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
る
事

例
は
豊
富
に
あ
る
。

抜
本
的
な
転
換

抜
本
的
な
転
換

　

原
発
推
進
や
石
炭
火
力
の

延
命
を
図
る
政
府
の
や
り
方

で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
も

環
境
問
題
も
解
決
で
き
な

い
。
日
本
と
同
じ
温
泉
大
国

の
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
は
、
地

熱
発
電
と
水
力
発
電
で
国
全

体
の
電
力
使
用
量
の
１
０
０

㌫
を
超
え
る
電
力
を
生
み
出

し
て
い
る
。
原
発
中
心
か
ら

再
エ
ネ
中
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
へ
抜
本
的
な
転
換
が
必

要
だ
。

　

大
企
業
中
心
・
東
京
一
極

集
中
を
是
正
し
、
電
力
の
地

産
地
消
・
リ
ス
ク
分
散
と
い

う
立
場
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
住
民
が
主
人
公
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
の
実
現
が
強
く

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

協
会
は
５
月
21
日
、
第
58
回
通
常
評
議
員
会
で
決
議

「
国
民
の
命
・
健
康
・
く
ら
し
が
最
優
先
さ
れ
る
政
治
へ

の
転
換
と
平
和
を
求
め
る
」
を
採
択
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

社
会
保
障
・
歯
科
医
療
の
脆
弱
さ
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た

一
方
で
、
社
会
保
障
費
の
削
減
と
軍
事
費
の
増
大
を
継
続

す
る
岸
田
政
権
を
批
判
し
、
参
議
院
選
挙
を
政
治
転
換
の

機
会
に
し
よ
う
と
呼
び
掛
け
た
。

　

決
議
は
、
感
染
防
止
対
策

の
経
費
の
増
大
や
、
金
パ
ラ

高
騰
で
の
「
逆
ザ
ヤ
」
に
よ

る
経
営
難
、
治
療
を
中
断
す

る
患
者
の
減
少
な
ど
の
影
響

で
、
歯
科
医
療
機
関
の
経
営

は
限
界
を
超
え
て
い
る
と
指

摘
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
医
療
へ

の
抜
本
的
な
予
算
増
が
求
め

ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
２
０
２
２
年
度
診
療
報

酬
改
定
の
歯
科
の
改
定
率
は

「
過
去
15
年
間
で
最
低
と
な

る
０
・
29
％
だ
っ
た
」
と
批

判
す
る
。

　

岸
田
政
権
が
従
来
の
社
会

保
障
費
削
減
路
線
を
継
承

し
、
▽
２
０
２
２
年
度
予
算

で
は
社
会
保
障
費
の
自
然
増

さ
え
も
２
２
０
０
億
円
圧
縮

▽
コ
ロ
ナ
前
の
地
域
医
療
構

想
に
従
っ
て
急
性
期
病
床
の

削
減
を
推
進
―
す
る
な
ど
、

さ
ら
な
る
医
療
費
削
減
を
強

行
し
て
い
る
と
指
摘
。

　

岸
田
首
相
が
「
敵
基
地
攻

撃
能
力
」
の
保
有
の
検
討
や

９
条
改
憲
を
表
明
し
、
平
和

主
義
を
根
底
か
ら
覆
そ
う
と

し
て
い
る
と
し
て
、
「
今
、

政
府
が
な
す
べ
き
こ
と
は
、

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
国
民
の
命
と

健
康
・
く
ら
し
を
守
り
、
憲

法
９
条
を
活
か
し
た
平
和
外

交
で
戦
争
終
結
に
全
力
を
尽

く
し
、
世
界
唯
一
の
戦
争
被

爆
国
と
し
て
核
兵
器
の
な
い

世
界
へ
向
け
役
割
と
責
任
を

果
た
す
こ
と
」
と
述
べ
る
。

　

最
後
に
、
７
月
の
参
議
院

選
挙
を
通
じ
て
国
民
の
命
・

健
康
・
く
ら
し
が
最
優
先
に

さ
れ
る
政
治
へ
の
転
換
を
目

指
す
と
し
て
、「
平
和
な
社
会

を
つ
く
る
た
め
に
全
力
を
尽

く
す
」
と
表
明
し
て
い
る
。

　

経
税
部
は
５
月
21
日
、
雇

用
セ
ミ
ナ
ー
「
ス
タ
ッ
フ
採

用
、
雇
用
契
約
の
留
意
点
〜

雇
用
相
談
事
例
、
最
近
の
法

改
正
を
ふ
ま
え
て
〜
」
を
医

科
歯
科
協
会
の
共
催
で
開

き
、
30
人
が
参
加
し
た
。
協

会
社
労
士
団
の
堀
口
正
二
氏

が
法
改
正
に
対
応
す
る
環
境

整
備
を
解
説
し
た
（
写
真
）。

　

堀
口
氏
は
、
こ
の
４
月
か

ら
中
小
事
業
主
で
も
対
応
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
措
置

の
体
制
確
保
」
に
つ
い
て
、

厚
労
省
が
公
開
し
て
い
る
研

修
用
動
画
や
ポ
ス
タ
ー
等
を

効
果
的
に
利
用
す
る
よ
う
呼

び
か
け
た
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

ト
ラ
ブ
ル
で
は
、「
良
か
れ

と
思
っ
て
」
と
い
っ
た
言
動

が
、
相
手
側
に
と
っ
て
は
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
と
受
け
と
ら
れ

る
ギ
ャ
ッ
プ
が
起
こ
り
が
ち

だ
と
指
摘
し
、「
自
己
チ
ェ

ッ
ク
リ
ス
ト
な
ど
を
使
う
こ

と
で
〝
気
づ
き
〞
に
つ
な
が

る
こ
と
も
あ
り
、
こ
う
し
た

も
の
を
活
用
し
な
が
ら
、
職

場
環
境
の
改
善
に
役
立
て
て

ほ
し
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し

た
。

2022参院選2022参院選
私の争点

原発・エネルギー問題


